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東日本大震災から10年

み
な
さ
ん
は『
災
害
時
医
療
』と
聞

く
と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
ま
す
か
？  

『
D
M
A
T
』、『
ト
リ

ア
ー
ジ
』と
い
っ
た
言
葉
な
ど
で
し
ょ

う
か
。

災
害
発
生
直
後
、
被
災
地
の
病
院

に
は
大
勢
の
傷
病
者
が
搬
送
さ
れ
て
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
は
し
ば
ら
く
仕
事
を
休

め
ま
せ
ん
。
避
難
所
か
ら
出
勤
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
仕
事
量
は
多
く
、

辛
く
悲
し
い
気
持
ち
で
働
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
被
災
地

の
病
院
や
避
難
所
で
、
現
地
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
代
わ
り
に
働
く
こ
と
も
重
要

な
災
害
時
医
療
で
す
。

ま
た
、
私
が
被
災
地
で
活
動
す
る

間
、
職
場
で
は
仲
間
が
私
の
仕
事
を

担
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
被
災
地

を
助
け
る
こ
と
に
繋
が
る“『
災
害
時

医
療
支
援
』で
す
。
諏
訪
中
央
病
院

は
長
年
に
わ
た
り
災
害
支
援
を
続
け

て
い
ま
す
。
支
援
に
行
く
人
だ
け
が

支
援
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
全

体
で
災
害
時
医
療
支
援
を
し
て
い
ま

す
。東

日
本
大
震
災
で
は
福
島
県
南
相

馬
市
の
支
援
に
参
加
し
ま
し
た
。
現

地
は
町
全
体
が
津
波
で
損
壊
し
、
放

射
線
量
計
が
至
る
所
に
設
置
さ
れ
、

見
る
も
の
全
て
が
非
日
常
で
し
た
。

津
波
で
多
く
の
方
が
家
や
ご
家
族
を

な
く
し
、
さ
ら
に
放
射
能
の
影
響
で

地
元
か
ら
離
れ
た
避
難
所
へ
の
移
動

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

は
医
療
以
外
の
ニ
ー
ズ
も
非
常
に
多

い
、
設
置
さ
れ
た
ば
か
り
の
石
神
第

一
小
学
校
避
難
所
で
の
支
援
と
な
り

ま
し
た
。
宿
直
し
な
が
ら
の
支
援
は

「
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
も
休
め
る
」と
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

私
は
避
難
所
の
換
気
、
朝
の
ラ
ジ

オ
体
操
、
ト
イ
レ
と
避
難
所
の
掃
除

当
番
、
更
衣
室
、
授
乳
室
な
ど
の
看

板
、
張
り
紙
を
自
作
し
ま
し
た
。
更

衣
室
は
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
齢
者
の
い
る
家
庭
は
ト
イ
レ
の
近

く
、
お
子
様
連
れ
の
家
庭
は
ま
と
ま

る
よ
う
レ
イ
ア
ウ
ト
し
ま
し
た
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
避
難

所
で
発
生
し
な
い
よ
う
、
手
洗
い
う

が
い
を
徹
底
す
る
よ
う
強
く
呼
び
か

け
ま
し
た
。

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
支
援
物
資

も
多
く
届
き
は
じ
め
ま
す
。
日
中
だ

け
で
な
く
、
夜
中
に
活
動
記
録
を
書

い
て
い
る
最
中
に
も
支
援
物
資
が
届

き
ま
す
。
支
援
物
資
は
個
人
的
に
届

け
に
く
る
方
も
あ
り
、
中
に
は
夜
中

で
も「
○
○
県
か
ら
何
時
間
も
か
け

て
き
ま
し
た
っ
！
」と
叫
ば
れ
る
方
も
。

迷
惑
行
動
の
よ
う
で
す
が
被
災
者
へ

の
あ
り
が
た
い
物
資
な
の
で
丁
寧
に

対
応
し
ま
し
た
。

住
民
同
士
で
避
難
所
の
掃
除
当

番
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
朝
、

60
代
ほ
ど
の
女
性
と
住
民
数
人
で
口

論
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
女
性
は
家
も

ご
家
族
も
な
く
し
、「
何
も
で
き
な
い
、

や
る
気
が
起
こ
ら
な
い
」と
訴
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
周
囲
を
囲
ま
れ「
そ
れ

は
み
ん
な
同
じ
だ
！
」と
。
女
性
と
二

人
に
な
り
話
を
伺
う
と
、「
旦
那
と
小

さ
い
床
屋
を
経
営
し
て
い
た
が
店
と

家
と
家
族
は
流
さ
れ
た
。
道
具
は
命

よ
り
大
切
だ
か
ら
持
っ
て
逃
げ
て
き
た
。

無
料
で
も
い
い
か
ら
切
り
た
い
。」

早
速
体
育
館
の
玄
関
の
一
角
に
床

屋
を
開
き
ま
し
た
。
準
備
は
椅
子
、

ほ
う
き
、
ち
り
取
り
、
看
板
だ
け
。

37.
5
度
以
上
の
方
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

全
員
内
服
薬
を
飲
み
切
っ
て
し
ま
っ
た

状
況
で
し
た
。
行
政
の
方
に
相
談
す

る
と
、
病
院
へ
の
巡
回
バ
ス
を
避
難

所
も
通
る
ル
ー
ト
に
し
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。
当
日
の
う
ち
に
受
診
し
内
服

薬
を
処
方
さ
れ
、
血
圧
は
安
定
し
ま

し
た
。
普
段
か
ら
お
薬
手
帳
を
持
参

す
る
こ
と
は
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

夜
、
ご
遺
体
安
置
所
の
ス
タ
ッ
フ
か

ら
タ
オ
ル
な
ど
配
達
依
頼
が
あ
り
搬

送
し
ま
し
た
。
ご
遺
体
安
置
所
に
は

支
援
物
資
が
届
か
な
い
の
で
す
。
毎

日
夜
遅
く
ま
で
開
い
て
い
る
ご
遺
体

安
置
所
の
中
に
入
り
ま
し
た
。
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
の
上
に
複
数
の
木
箱
が

並
び
、
木
箱
の
上
に
は
膨
ら
ん
だ
大

き
な
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
、
汚
れ
た

服
や
ベ
ル
ト
や
バ
ッ
グ
な
ど
身
に
着
け

て
い
た
も
の
が
乗
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
箱
の
上
に
ひ
と
際
小
さ
い
袋
と

ラ
ン
ド
セ
ル
。
非
日
常
の
風
景
の
中

に
悲
劇
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

災
害
、
天
災
に
情
け
や
愛
情
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
だ
れ
に
で
も
突
然
凄

ま
じ
い
力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
力
に
、
人
は
太
刀
打
ち
で
き

な
い
こ
と
は
容
易
に
わ
か
り
ま
す
。
そ

こ
で
起
こ
る
悲
劇
が
少
な
く
小
さ
く

な
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
防

災
·減
災
で
す
。
私
た
ち
は
悲
劇
が
少

な
く
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
や
病
院

で
防
災
意
識
を
高
め
る
努
力
を
続
け

て
い
ま
す
。

諏
訪
中
央
病
院
で
は
全
職
種
が
参

加
し
災
害
時
の
訓
練
を
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。
地
震
発
生
直
後
、
病
院

に
大
勢
の
傷
病
者
が
一
気
に
運
び
込

ま
れ
た
場
合
の
訓
練
で
す
。
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
を
想
定
し
て
訓
練
し
て

い
ま
す
。
訓
練
に
参
加
す
る
ス
タ
ッ
フ

全
員
、
こ
の
地
域
で
命
が
助
け
ら
れ

な
い
悲
劇
を
避
け
た
い
、
と
強
く
願

い
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

避
難
所
で
の
役
割

悲
劇
が
少
な
く
な
る

よ
う
に

3

そ
の
人
ら
し
く
生
き
る

た
め
の
援
助

（※）VS測定：バイタルサイン測定。体温、脈拍、呼吸、血圧などを測定し、健康状態を確認する。

避
難
所
内
に
広
報
し
た
と
こ
ろ
、
ま

ず
子
ど
も
が
並
び
、
そ
の
後
は
大
人

も
順
番
待
ち
に
な
り
ま
し
た
。
喜
ぶ

お
客
さ
ん
の
横
で
、
そ
の
女
性
は
涙

を
落
と
し
な
が
ら
、
人
の
役
に
立
て

て
う
れ
し
い
、
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
、
と
。
そ
の
人
ら
し
く

生
き
る
た
め
の
援
助
が
で
き
ま
し
た
。

彼
女
は
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

避
難
所
で
は
、
毎
日
自
衛
隊
の
方

よ
り
ご
遺
体
発
見
情
報
と
ご
遺
体
捜

索
時
に
見
つ
け
ら
れ
た
泥
だ
ら
け
の
ア

ル
バ
ム
が
回
覧
板
の
よ
う
に
回
っ
て
き

ま
す
。
避
難
所
で
一
緒
に
仕
事
し
て

い
た
、
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
な
行
政

の
方
が「
う
ち
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
ー
」と
、

さ
ら
っ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
全
員
被

災
者
で
あ
り
、
非
日
常
の
中
、
悲
劇

を
背
負
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
と
気

が
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
あ
る
朝
、
行
政
の
方
よ
り「
隣

の
大
型
避
難
所
に
具
合
の
悪
い
方
が

い
る
か
ら
向
か
っ
て
ほ
し
い
」と
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。
具
合
の
悪
い
方
か

ら
順
に
住
民
全
員
の
問
診
と
適
宜

V
S
測
定（
※
）を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

複
数
人
に
血
圧
2
0
0
台
、
発
熱

悲劇が少なくなるよう、
防災意識を高める

避難所支援の振り返り

災害支援看護師
防災指導責任者 防災士

濱 貴彦
はま　たかひこ
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まち

の減
災ナースより

ケガ人はいますかー ？
ここで トリアージします。

情報を基に
支援に来ました ！

こっちの件は、自分
たちで解決できるぞ。

被災地圏外へ
転院になります。

体調の悪い方は
いませんか～ ？

ケガ人はいませんか～ ？

受付を しています！

皆で協力して運営しよう ！

誰か助けて～。
動けません。救急車は

来られないから乗せてくよ！
安全な経路を知ってるよ。

肩につかまって
ください ！

　皆さん、いかがでしょう ？ 病院や行政、
まちの動きは少しイメージできたでしょうか ？
　病院も行政も「災害モード」になり、通
常の体制とは異なります。また、皆さん自身
も避難所の運営を、協力して行わなければ
なりません。
　今、私たちにできることは、過去の災害から
学ぶこと、具体的なイメージから対策を考え
実行することであると考えます。

そこには、「個の力」と「集団の力」の両方が
重要になってきます。
　東日本大震災から 10年、当時に見えた
こと、また今だから見えることもあるはずです。
　あなた自身やご家族、地域で今一度
話してみませんか？

　AMATとは A l l  J a p a n  H o s p i t a l  M e d i c a l  
Ass istance Team の略称で、全日本病院協会が組
織する医療チームです。
　災害時にDMATという言葉を聞いたことがある方
は結構いらっしゃると思います。DMATとは厚生労
働省が組織した、災害時などに活動するために専門
的な訓練を受けた医療チームです。AMATも専門的
な訓練を受けた医療チームです。DMATと同様に、
医師、看護師、業務調整員（医師･看護師以外の医
療職および事務職員）で構成されます。
　AMATの活動の目的は「災害の急性期から亜急性
期において、災害時要援護者にも配慮した医療救護

活動を行える医療チームとして、防ぎ得る災害関連
死をなくすこと」です。病院の支援が主な活動ですが、
状況に応じて現場や救護所、避難所での活動も行い
ます。
　当院にはAMATが２隊所属しています。令和元年
東日本台風災害のときには、当院からも医療支援を
行い、AMATを中心として9名を派遣しました。し
かし新型コロナウイルスの流行後は、流行地への派
遣や、流行地からの派遣をしづらい状況となり、派遣
要   請がない状態です。
　こういう状況でも何かできることはあるはずであり、
少しでも当院や地域の災害医療に貢献できるように、
定期的に集まって活動をしています。

自身と家族の
安全を確認したら、
職員は病院へ

歩ける人は
とにかく

安全な場所へ

食料は？

地
震
発
生
！！

病院の被災状況は？
全国ネットワークで
情報共有を！

����とは…？

����、����、
����など

総合診療科部長 兼 救急総合診療センター長

サイドブレーキをかけて、
カギをさしたまま避難を！

炊き出し担当 掃除担当 巡回担当

一般診療は終了します。
ケガなどのない方は外へ。
ご家族と話した避難所へ。
くれぐれも余震に
備えてください。

　近年、災害が多発している中で「災害を自分事として考えましょう！」という言葉を耳にしたことはありませ
んか？  『Ｍｙ Ｔｉｍｅｌｉｎｅ（マイタイムライン）』として、国土交通省からも災害が起きてからの自分の行動を
時系列で考えることを推奨されています。
　しかし、いざ考えてみると自分の行動から災害全体の具体的なイメージをするのは難しいです。
そこで、地震が起きてからのタイムラインを一例として挙げてみました。実際は、より多くの人が同時に
様々な行動をします。あなたは、そのときどのような行動をとるのか想像してみてください。

～災害時の流れをみてみよう ～Our Timeline

大丈夫
ですか？ 動けなく

なっちゃった！

この 件については
行政に

相談しよう。

対策本部を立ち上げて、
各機関と連携を

齋藤 穣
さいとう みのる

　 文：長谷川 舞（看護師、まちの減災ナース）

イラスト ：赤津 紫帆（看護師） ※一部フリー素材も使用しています。

は せ が わ   ま い

あ か つ   し  ほ

電気、水、
ガスは使える？
電波は？

衣類は？

食料は？

ライフラインは？
薬は？

道が使えなくて
向かえない！ ！

それぞれに
避難所を

立ち上げるぞ。
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退職医師
からの
メッセージ

令和3年3月末  退職者掲載

report

内科系診療部長　佐藤 泰吾
16年余りにわたり諏訪中央病院職

　　　　　員として仕事をさせていただきました。
地域の方々に支えられながらの日々でした。救急、
病棟、外来、在宅、施設など、様々な場面で
出会った多くの患者さんや地域の方々のお姿が
思い出されます。長きにわたり支えてくださった
地域住民の皆さま、ならびに諏訪中央病院職員
の皆さまに感謝申しあげます。これからも諏訪中
央病院が地域の皆さまに支えられ、地域の中で
責任ある仕事を継続していくことを望みます。皆
さまのご健勝を心より願っております。

外科 医長　上原 悠也
大学病院からの派遣という立場で

　　　　　当地を訪れ、長野県の住みやすさ、
人の温かさ、病院の働きやすさなど数えきれな
い魅力に引き込まれ、大学に頼み込んで延長
させてもらった結果、まさか自分の医師人生半
分の8年間在籍するとは思っていませんでした。
熱い情熱を持った医師･コメディカルが溢れてい
て、常に刺激を受けていました。今後は地元の
鹿児島に戻り、総合内科医として働き、ゆくゆ
くは地域に根差した診療所で勤務する予定
です。皆さまに負けずに頑張ります。お元気で！

整形外科 医長　小沼 博明
1年間大変お世話になりました。　

　　　　　コロナ禍の4月に赴任し、緊急事
態宣言が発令され、通常診療に不安が出るス
タートでしたが、病院のスタッフの方々と地域
の皆さまのご協力の下で、無事に1年間乗り
切ることができました。今後も諏訪地域の医療
になんらかの形で関わる機会があればと思い
ます。本当にありがとうございました。

救急科 医師　栗原 和人
6年間お世話になりました。諏訪

　　　　　中央病院では主に救急、循環器
領域を担当させていただきました。地域の方々
に貢献することを目標にやってきたつもりです。
少しでもお役に立てていたら幸いです。来年度
は、自分の地元である埼玉県に戻って医療を
行っていきます。コロナ禍で大変な場所ですが、
だからこそ、そこで医療を行うことがその地域
に貢献できる方法ではないかと考えております。
新天地でも頑張っていきます。ありがとうござ
いました。

消化器内科 医師　竹内 菜緒
諏訪中央病院には5年間お世話

　　　　　になりました。振り返ると、関わら
せていただいたスタッフだけでなく、患者さん
やご家族の方からパワーをもらうことが多くあり
ました。そして窓から見える八ヶ岳の美しさたる
や、何度見ても見飽きることはなく、病院、人、
土地いずれにも恵まれました。また運よく、御
柱、御神渡りともにこの目で見ることができた
ことも忘れません。4月からは大都会東京で消
化器内科医としての研鑽を積む予定です。本
当にありがとうございました。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
今
も
な
お
復
興
事
業

が
進
ま
な
い
地
域
も
多
く
、
大
勢
の

方
々
の
生
活
自
体
を
大
き
く
変
え
て

し
ま
っ
た
10
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
諏
訪
中
央
病
院
と
し
て
の

災
害
医
療
支
援
も
手
探
り
だ
っ
た
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
準
備
や
医

療
支
援
体
制
な
ど
、
ど
う
す
れ
ば
少

し
で
も
役
に
立
て
る
の
か
メ
ン
バ
ー
で

頭
を
ひ
ね
り
な
が
ら
南
相
馬
市
に
入
っ

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
体
験
や
、
切
な
る
思
い
の
中

で
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

災
害
時
、
被
災
者
の
一
番
の
ニ
ー

ズ
は
医
療
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
災
害
に
関
わ
る
医
療
従
事
者
に

つ
い
て
少
し
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
規
模
な
災
害
が
こ
の
地
域
で
起

幸
い
で
す
。

皆
さ
ん
が
災
害
時
の
こ
と
を
考
え

備
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
災
害
時

に
人
々
が
病
院
へ
押
し
寄
せ
る
こ
と
が

少
な
く
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
地
域
の

医
療
体
制
へ
の
大
き
な
協
力
と
な
り
、

何
よ
り
医
療
を
担
う
ス
タ
ッ
フ
が
少

し
で
も
早
く
自
宅
や
家
族
の
元
へ
戻

る
こ
と
が
で
き
る
き
っ
か
け
と
な
る
の

で
す
。

10
年
前
、
南
相
馬
総
合
病
院
へ
支

援
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
際
は
、
子

ど
も
の
様
子
を
見
に
戻
っ
た
ま
ま
帰
っ

東日本大震災から１０年 医療現場の

視点から

まちの減災ナース

宮澤  英典
みやざわ　ひでのり

て
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ス
タ
ッ

フ
の
話
や
、
家
が
津
波
で
流
さ
れ
家

族
が
無
事
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
働
く

ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
し
た
。「
も
う
帰
る

家
が
な
い
か
ら
病
院
に
い
る
よ
」と
話

す
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
し
た
。
大
き
な
災

害
の
際
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
医

療
現
場
で
は
起
こ
り
得
る
こ
と
も
私

た
ち
は
覚
悟
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
地
域
の
方
々
に
も
助
け

て
い
た
だ
き
、
適
切
な
医
療
が
行
え

る
よ
う
、
み
ん
な
で
協
力
し
、
命
を
、

生
活
を
守
れ
る
よ
う
備
え
て
ゆ
く
こ

と
が
必
要
で
す
ね
。

風化してはならない台風19号
臨床工学技士 AMAT 業務調整員　松尾 昌

　

　訓練を積み重ねていた災害派遣医療チーム
の出動は、突然やってきました。
　2019年１０月１２日、大型で非常に強い台風19号が長野
県北部を中心に甚大な被害をもたらしました。被災状況が連
日報道され、千曲川の氾濫により北陸新幹線が浸水した映
像は今もなお多くの人々の記憶に残っているかと思います。
　当院は、１５日から医師２名、看護師４名、業務調整員３名
（コメディカル）が避難所支援と病院支援に着任しました。
　当院の災害派遣医療チームは、避難所の方々が安心安全
そして健康に避難所生活が送れるよう、また少しでも早く病
院診療を再開できるよう活動しました。例えば、避難者情報
の把握、避難所出入り口の環境整備、感染対策指導、体調
変化の把握、必要物資の確保、診療内容の検討、医療機関
との連携など、何でも臨機応変に取り組みました。
　あれから1年。堤防、道路などは整備が進んでおり、今
年は真っ赤なリンゴが実り、リンゴ狩りを楽しんでいる子ど
もたちの笑顔をみかけ心が癒されました。
　災害は忘れてはいけません。しかし、災害は忘れた頃に
改めて発生します。そのとき私たちには何ができるのでしょ
うか？  いつ災害が発生してもすぐに駆けつけられるよう、日
頃から準備をし、訓練を重ね、少しでも早く復興への手助け
ができればと思います。私たちと一緒に災害に強い地域を
目指しましょう。

き
て
し
ま
っ
た
場
合
、
病
院
で
働
く

医
療
従
事
者
も
皆
さ
ん
と
同
じ
被
災

者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、

災
害
が
起
き
た
直
後
か
ら
怪
我
を
し

た
方
や
、
病
気
の
方
々
を
い
ち
早
く

診
察
や
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
活
動

し
ま
す
。
夜
間
帯
や
休
日
で
あ
れ
ば

少
人
数
で
医
療
を
継
続
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
族

や
自
宅
が
無
事
な
の
か
、
心
配
を
よ

そ
に
業
務
に
当
た
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
場
面
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
私
た
ち
は
な
ん
と

か
医
療
を
展
開
で
き
る
よ
う
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。
た
だ
、
様
々
な
事
情

で
皆
さ
ん
の
予
想
以
上
に
診
療
の
状

態
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
お

そ
ら
く
通
常
の
診
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
相
当
の
時

間
が
か
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

応
急
手
当
の
方
法
や
日
頃
の
常
備

薬
の
管
理
な
ど
、
自
身
は
も
と
よ
り

ご
家
族
の
健
康
や
ご
近
所
同
士
の
助

け
合
い
が
、
有
事
の
際
に
少
し
で
も

取
れ
る
よ
う
備
え
て
い
た
だ
け
た
ら

まつお まさる

67
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専攻医　清水 隆明
3年間大変お世話になりました。

　　　　　尊敬できる先生方、スタッフの皆
さま、地域の方々とともに医師としての最初の
3年間を諏訪中央病院で過ごせたことで、とて
もたくさんの知識や経験を得ることができ、今
後の医師人生の礎を築くことができたと思い
ます。　来年度からは信州大学にて精神科専
攻医として研鑽を重ねていく所存です。県内で
の勤務となりますので、またどこかの機会で皆
さまのお力になれることができたら光栄です。
3 年間本当にありがとうございました。

専攻医　高野 凌
5年間大変お世話になりました。　

　　　　過ぎ去ってみればあっという間でした
が、振り返ると様々な出会いや学びが思い出さ
れます。医師人生の中でかけがえのない時間
となりました。今後は循環器内科医として大阪
府で働く予定ですが、この地で得たことを生か
して一層精進する所存です。コロナ禍で大変
な日々が続きますが、皆さまご自愛ください。
本当にありがとうございました。

研修医　江刺 隆樹
気づけば信州に来て８年、茅野に

　　　　　移り住んで２年の月日が経っていま
した。諏訪中央病院で研修をする中で患者さ
んやスタッフの方々から沢山のことを学び、医
師としての確かな基礎を築くことができました。
来年度からは他院での勤務となりますが、皆さ
まからいただいたことを糧に研鑽を続けて参り
ます。ありがとうございました。

専攻医　加藤 誉章
4年の間、若手医師として、多く

　　　　　の素晴らしいスタッフの皆さんからご
指導を受け、また、患者さんからも温かいご支
援をいただき、多くを得られた4年間だったよう
に思います。この、冬は寒くも人の温かさに溢
れた諏訪の地で、医師としての初めてのキャリ
アを積めたことを、大変誇りに思います。
　来年度より、生まれ故郷の大阪府で内科医･
循環器科医として勤務することとなりました。
諏訪で得たものを更に昇華させていけるよう努
力して参ります。大変お世話になりました。皆さ
まも御自愛くださいませ。

研修医　山田 真博
2年間ありがとうございました。振

　　　　　り返ると褒められた記憶よりも怒ら
れた記憶の方が多かった気がします。しかし研
修医にも良い意味で責任を与えていただき、
医療者として大切な姿勢を学ばせていただきま
した。来年からは新天地に行きますが、諏訪
中央病院の看板に恥じないように、粛々と診療
に従事していきたいと思います。

研修医　筒井 昌太郎
1年間と短い期間でしたが、大変

　　　　　お世話になりました。1年間を振り
返ると楽しかったこと、大変なことと沢山あり
ましたが、地域の患者さんやスタッフの方々と
の関わりの中で頑張ることができました。医師
として最初の1年間をここで過ごせたことは本
当に良かったと思います。来年は信州大学医
学部附属病院での研修になりますが、この地
で学んだことを生かしていきたいと思います。
1年間本当にありがとうございました。

整形外科 医師　戸原 遼
1年間という短い期間でしたが、

　　　　大変お世話になりました。
　長野には縁もゆかりもなく、4月に来たときは
不安もありましたが、医師、コメディカルの皆
さん、患者さんに支えてもらいとても充実した
1年になりました。
　来年度から東京へ戻ることになりました。諏
訪中央病院で学んだことを生かし、よりよい医
療を提供できるように努力してまいります。
　本当にありがとうございました。

専攻医　石川 直樹
地域の皆さまの役に立ちたいとい

　　　　　う思いから地元、神奈川を離れて
諏訪中央病院に赴任して、早くも5年が経ちま
した。実力不足でご迷惑をおかけすることもあ
りましたが、患者さんをはじめ病院スタッフに助
けられながら、なんとかここまでやってこれまし
た。医師としての最初の5年をこの地で過ごす
ことができた私は、幸せ者だと思います。来年
度からは茨城県と少し離れたところに行ってし
まいますが、第2の故郷（勝手にそう思ってま
す笑）である茅野･原村にまた戻ってこれる日を
夢見て頑張ります。

整形外科 医師　辻野 昭平
２年間大変お世話になりました。　

　　　　赴任してすぐ、そびえ立つ八ヶ岳の
美しさに心うたれたことを今でも鮮明に覚えて
います。特に白駒の池、苔の森は、家族お気
に入りの場所となり、週末は頻回に足を運びま
した。澄み渡った池の水、苔をみると、自然に
心が穏やかになる自分がいます。来年度は、
東京へ戻ります。諏訪で見た透明感ある景色
を思い出し、引き続き頑張っていこうと思い
ます。ありがとうございました。

専攻医　久保 成彦
専攻医として3年間お世話になり

　　　　　ました。病院スタッフや患者さんを
はじめ地域の皆さまに助けられ、ここまでやっ
てくることができました。知識や技術だけでは
なく医師としての心構えも教えていただいたこと
に感謝しております。当地を離れ、日々雄大な
景色に心を洗われてきた八ヶ岳を見れなくなり
ますが、次の任地でもこの経験を生かしていき
たいと考えております。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
ま
だ
ま
だ
収

ま
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

う
ま
く
効
果
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
を
第
3
次
世
界
大
戦
に
例
え
た
人

が
い
ま
す
が
、
現
在
世
界
の
死
亡
数

は
2
3
0
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
い
っ
た
経
過
を
た
ど
る

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的
な

影
響
を
考
え
る
と
、
生
活
様
式
や
働

き
方
は
今
後
大
き
く
変
化
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
社

会
の
仕
組
み
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
東
日
本
大
震
災
に
も
匹

敵
す
る
災
害
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
震
災
の
と
き
に
唱
え
ら
れ
た
絆

が
も
う
一
度
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　　
今
回
も
う
ひ
と
つ
お
話
し
て
お
き

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
1
月
中
旬

に
中
国
の
金
鉱
山
で
事
故
が
あ
り
ま

し
た
。
22
人
が
生
き
埋
め
と
な
り
11

人
が
必
死
の
救
助
で
救
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
最
近

読
ん
だ
本
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
の
エ
ク
ト
ー
ル
･マ
ロ
著「
家
な
き

子
」で
す
。
1
8
7
8
年
に
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
は
子
ど
も
の
頃
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
を
、
そ
れ
か
ら
学
生
の
と

き
、
そ
し
て
新
潮
文
庫
か
ら
最
近
で
た

完
訳
本
を
読
み
ま
し
た
。
児
童
文
学
の

傑
作
で
す
が
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
と
笑

わ
れ
そ
う
で
す
。
小
さ
な
孤
児
レ
ミ
が

苦
難
を
乗
り
越
え
て
母
親
に
再
会
す
る

ま
で
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

で
は
子
ど
も
に
地
理
を
教
え
る
た
め
に

読
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

の
中
で
、
炭
鉱
の
落
盤
事
故
に
遭
っ
て

救
出
さ
れ
る
場
面
が
中
国
の
事
故
と
よ

く
似
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
1
5
0
年

の
間
、
岩
鉱
事
故
の
救
出
は
基
本
的
に

変
わ
り
が
な
い
よ
う
で
す
。

　
児
童
文
学
な
の
で
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
は
ほ
ほ
え
ま
し
い
の
で
す
が
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
外
出
を
控
え
る
中
、
ぜ
ひ
子

ど
も
ば
か
り
で
な
く
皆
さ
ん
で
読
ま
れ

る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

薬
の
は
な
し

第１２回

お
薬
と
食
べ
物･

飲
み
物
の
相
互
作
用

　
お
薬
の
中
に
は
相
性
の
悪
い
食
べ

物
･飲
み
物
が
あ
り
、
薬
の
効
果
が

強
く
な
り
副
作
用
が
出
や
す
く
な
っ

た
り
、
効
果
が
弱
ま
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
相
性
が
悪
い
食
べ

物
･飲
み
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

① 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
vs
降
圧
剤

　
降
圧
剤
の
一
種
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ

ム
拮
抗
薬
は
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
を

摂
取
す
る
と
血
圧
が
下
が
り
す
ぎ
た

り
、
頭
痛
･め
ま
い
な
ど
の
副
作
用
が

出
や
す
く
な
り
ま
す
。
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
の
他
に
も
は
っ
さ
く
、
ぶ
ん
た

ん
、
い
よ
か
ん
な
ど
も
相
性
が
悪
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

② 

納
豆
･ク
ロ
レ
ラ
･青
汁
vs
ワ
ー

フ
ァ
リ
ン

　
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
は
ビ
タ
ミ
ン
K
の
働

き
を
妨
げ
て
血
液
を
固
ま
り
に
く
く

す
る
薬
で
す
。
そ
の
た
め
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｋ
を
多
く
含
む
納
豆
･ク
ロ
レ
ラ
･

青
汁
を
摂
取
す
る
と
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
の

効
果
が
弱
く
な
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ

を
多
く
含
む
パ
セ
リ
、
ほ
う
れ
ん
草
、

小
松
菜
な
ど
は
小
鉢
に
少
し
食
べ
る
分

に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
に
大
量

摂
取
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

牛
乳
･硬
水
vs
抗
生
剤

　
ミ
ネ
ラ
ル（
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
）を
多
く
含
む
も
の
と
一
部
の
抗

生
剤
で
は
、
薬
の
成
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
が

結
合
し
、
薬
の
効
果
が
弱
ま
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
牛
乳
を
飲
み
た
い
場
合
は

薬
を
飲
む
時
間
と
2
時
間
以
上
空
け

れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

④ 

ア
ル
コ
ー
ル
vs
薬

　
薬
の
効
果
を
強
く
し
た
り
、
弱
め
る

こ
と
が
多
い
の
で
原
則
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
他
に
も
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
細

か
い
相
互
作
用
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
飲

ん
で
い
る
薬
と
の
相
互
作
用
が
気
に
な

る
と
き
は
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

薬
剤
師
　
名
取 

知
美

な
と
り 

と
も
み

第１回
　
今
回
も
個
性
豊
か
な
作
品
を
紹
介

し
ま
す
‼

　
皆
さ
ま
も
お
う
ち
時
間
が
長
い
今
、

参
考
に
し
て
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

3
6
5
歩
の
日
々

〜
ふ
れ
あ
い
の
里
･や
す
ら
ぎ
の
丘 

共
同
作
品
〜

第２回

個性的な似顔絵～スタッフを利用者
さまが書いてくださいました♪
内面までにじみ出てますね。

花札の壁画 :選択型レク
の活動。有志で少しず
つ４ヶ月かけて作成しま
した～☆彡

なんとぬり絵（熊本城）です☆

カレンダー：毎年恒例
の共同制作。貼り絵
なので介護度の高い
方でも一緒に参加して
行っています。

スクラッチアートってご存じです
か？気がついたら夜になっていた
りして☆ステイホームにうってつけ！

介
護
老
人
保
健
施
設

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

医
療
現
場
の
束
の
間
の
ひ
と
と
き

皆のお願い
ごとは

何かな♪

色んな
作品、

出そろい
ました！

　
院
長
室
に
入
る
と
笑
顔
で
迎
え
て

く
れ
た
吉
澤
院
長
。
お
昼
ご
は
ん
は

結
婚
し
て
か
ら
28
年
以
上
奥
さ
ま
の

手
作
り
弁
当
！  

色
と
り
ど
り
の
野

菜
が
と
て
も
見
映
え
よ
く
お
い
し
そ
う
。

仕
事
柄
、
以
前
は
昼
食
の
時
間
が
不

規
則
で
、
夕
方
や
夜
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
病
院
長
と
な
っ
た

現
在
は
、
比
較
的
お
昼
の
時
間
帯
に

食
事
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
吉
澤
院
長
の
普
段
の
業
務
は
、
経

営
全
般
や
病
院
の
問
題
解
決
、
院
外

で
の
渉
外
業
務
な
ど
病
院
が
安
全
か

つ
円
滑
に
進
む
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が

中
心
。
診
療
に
つ
い
て
は
毎
週
一
般
内

科
と
婦
人
科
の
外
来
も
続
け
て
い
ま

す
。
業
務
の
中
で
常
に
意
識
し
て
い
る

こ
と
は「
生
涯 

一
研
修
医
」と
い
う
言

葉
。
以
前
、
当
院
に
勤
務
し
て
い
た

山
中
克
郎
先
生
の
言
葉
で
、
ど
ん
な

と
き
で
も
初
心
を
忘
れ
ず
に
学
ん
で
い

く
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
、
常

に
成
長
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　
そ
ん
な
吉
澤
院
長
の
普
段
は
、
音
楽

を
聴
く
こ
と
が
好
き
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
洋

楽
を
よ
く
聴
く
ん
だ
と
か
。
で
も
実
は

学
生
の
頃
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
が
好
き
で
、

特
に
ミ
キ
ち
ゃ
ん
が
お
気
に
入
り
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
こ
っ
そ
り
教
え
て
く
れ
ま

し
た
！

　
普
段
か
ら
お
だ
や
か
な
雰
囲
気
の
吉

澤
院
長
、
話
し
て
み
る
と
お
茶
目
な
一

面
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
と

き
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
皆
で
集
ま
っ
て

食
事
を
し
づ
ら
く
な
っ
て
お
り
、
職
員
で

も
場
所
や
時
間
を
ず
ら
す
な
ど
、
ど
う

し
て
も
個
食
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昼
食
は

わ
ず
か
な
時
間
で
も
皆
で
他
愛
無
い
話

を
し
た
り
、
悩
み
を
相
談
し
た
り
で
き

る
束
の
間
の
ひ
と
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。

早
く
そ
ん
な
日
常
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
※メディメシ…「メディカル･スタッフ（医療従事者）のご飯」の略

吉
澤 

徹
院
長
の
回

よ
し
ざ
わ  

と
お
る
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昨年12月より茅野市で実証運行中の（5月31日
まで）乗合オンデマンドタクシー『のらざあ』って
ご存じですか？
実証運行エリア内（図参照）であればどこでも（※）
乗降可能で、予約はアプリか電話で行います。
距離ごとに料金が設定されていますが、乗合いタ
クシーなので格安で利用ができます。

『のらざあアプリ』の
ダウンロードはこちらから

iPhoneアンドロイド

※設定により、自宅前での乗車が
　可能となる場合もあります。

これまでは自宅からバス
を2本乗り継いで病院ま
で来ていた。

娘に送ってもらい、診察
が終わったら連絡をして
迎えに来てもらっていた。

自宅近く（※）までタクシー
がきてくれ、乗り継ぎな
く病院の玄関前で降りる
ことができる。

予定を合わせてもらった
り、気を使うことなく通
院できる。

● 駐車場混雑の心配なし！
● 体調不良や天候不良時の運転の不安解消！
● 通院だけでなく、買い物や通勤通学にも！

さらにこんなメリットも…

当院に「サポートデスク」を開設中‼

『のらざあ』を利用すれば

ステーションパーク

実証運行エリア

このエリア内なら

どこでも（※）乗降可
能！！

通院に活用して
みませんか？

平日午前中（毎週水曜
及び、月 ·金曜は不定
期）当院1階総合受付
前の「サポートデスク」
でご案内しています。
アプリの登録や使用方
法など、なんでもご相
談いただけます！
茅野市のホームページ
からも詳細をご確認い
ただけます。

令
和
３
年
３
月
1５
日
発
行
（
隔
月
発
行
）　
　
　
諏
訪
中
央
病
院
広
報
誌
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
214

号
　
　
　
　
　
　
編
集
発
行
：
た
ん
ぽ
ぽ
編
集
部
　
 　
　
　
住
所
：
長
野
県
茅
野
市
玉
川
４
３
０
０
番
地

基本理念
やさしく、あたたかい、たしかな医療を目指す
医療目標
１. 充実した救急医療
２. 安全な医療
３. 患者さんの権利を尊重した、思いやりのある医療

電 話（０２６６）７２ -  １０００（代）
ＦＡＸ（０２６６）７２ -  ４１２０
E-mail   byos in@suwachuo . jp
HP   　　www.suwachuo.jp

ご意見・ご感想
お聞かせください

ーあたたかな急性期病院ー

〒391  8503　長野県茅野市玉川４３００ー


